
 

（第２号様式） 
令和５年４月 27日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立大井高等学校長  

  令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒が主体的
に他者と協働し
て取り組む活動
のある授業づく
りを実践し、学
習習慣の定着を
図る。 
 
 
 
②学校行事及び
生徒会活動等を
充実させ、生徒
が主体的に取り
組む姿勢を育て
る。 
 

①従来からの
｢学び直し｣の機
会の保障を行う
とともに、授業
全般で ICT を活
用し､主体的・
対話的で深い学
びの実現に向か
うよう、生徒を
育てていく｡ 
②生徒の提案を
生かし、主体的
な取組を行わせ
るとともに、安
全に学校行事を
実施する。 

①ICT活用の中に
授業展開の工夫
だけでなく評価
方法の工夫も含
めた形を､ルーブ
リックを活用す
るなどして、見
直していく｡ 
 
 
②生徒会本部や
目安箱等からの
生徒の意見や希
望を反映した学
校行事を安全に
企 画 ・ 実 施 す
る。 

①ICT 活用の授
業展開を通して
｢学び直し｣の機
会を保障できた
か｡生徒の主体
的活動を引き出
し､伸ばすこと
ができたか｡ 
 
 
②生徒会本部等
の打ち合わせを
密に行い、安全
に学校行事を実
施できたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①教職員間の共
通理解のもと、
生徒の規範意識
の醸成を図ると
ともに、生徒一
人ひとりの教育
的ニーズを把握
した支援を行
う。 
 
 
 
②部活動の活性
化を図り、生徒
の自己肯定感を
育みながら、部
活動を通して責
任感、コミュニ
ケーション能力
を伸ばす。 

①生徒の状況・
家庭環境に配慮
しつつ、社会性
を育てるととも
に、規律と責任
ある言動を実践
し、他者と協働
できる生徒を育
成する。 
 
 
 
②部活動の活動
実績と生徒会の
地域連携の活動
を増やし、 HP
等で積極的に発
信することで、
生徒の自己肯定
感を育む。 

①生徒活動支援
G・学年団・教科
担当等、生徒に
関わる職員全て
と連携し、生徒
間のトラブルの
未然防止に尽力
する。SNSの適切
な利用方法を繰
り返し啓発して
いく。 
 
②部活動や地域
連携行事を積極
的に行い、活動
実績等を広報と
連携し、学校の
HP やツイッター
で積極的に発信
する。 

①いじめ案件に
ついて未然に防
止 で き た か 。
「SNS の不適切
な使用案件」、
年間７件以下と
なるよう指導を
行えたか。 
 
 
 
 
②部活動や地域
連携の活動実績
等を広報と連携
し学校の HP等で
発信する機会を
増やせたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①学校全体で取
り組むキャリア
教育の充実を図
り、生徒一人ひ
とりの社会性を
養い進路実現を
支援する。 
 
 
 

①生徒が自主的
に進路実現へ向
かう取組をでき
るように、学校
内外と連携し組
織的な働きかけ
を行う。 

ア）早期から社
会に触れ、自身
の進路を考えさ
せるために、学
期末などを利用
し１、２年生か
ら校外学習で会
社見学などを計
画していく。 
イ ） 全 教 員 ・
SCC・SSW 等と連
携を取り、全生
徒に対して面接
練習ができる支
援体制を築く。 

ア）校外学習で
会社見学などを
計画・実施し、
進路に対して考
えさせることが
できたか。 
 
 
 
イ）３年生に対
する進路支援と
して、面接練習
ができる支援体
制を築けたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①家庭や地域と
学校間の連携・
協働を充実し、
信頼される学校
づくりを推進す
る。 
 
 

①地域、中学
生、保護者に対
して情報発信を
積極的に行う。 
 

①グループ内で
HP や公式ツイッ
ターの操作がで
きる担当を増や
し、２学期を意
識して、学校行
事や日頃の活動
の情報発信をし
ていく。 

①HP、公式ツイ
ッターの更新回
数を増やし、生
徒の様子を伝え
る広報活動がで
きたか。 
 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心な
学校づくりに努
め、事故・不祥
事の未然防止に
対する自覚を促
す取組を組織
的・継続的に行
う。 
 
 
 
②教員が心のゆ
とりをもって生
徒と向き合う時
間を確保するた
めに、教員の働
き方改革を推進
する。 
 

①安全・安心な
学校づくりに努
め、事故・不祥
事を未然に防ぐ
自覚を持つため
の取組を、継続
的に行う。 
 
 
 
 
②長時間勤務を
是正する。 

①事故・不祥事
が起こる場面を
具体的に自分事
として考えられ
る研修を行う。
また、各グルー
プの職掌の中で
事故が起こりや
すい具体的な場
面を全体で共有
する。 
②月２回ノー残
業デーを設定し
月間行事予定に
明示するととも
に、休日出勤等
勤務時間外労働
の 状 態 を 把 握
し、産業医によ
る面談につなげ
る。 

①事故・不祥事
防止研修会を実
施することがで
きたか。その中
で事故が起こる
場面を具体的に
想像し事故防止
に役立てること
ができたか。 
 
 
②ノー残業デー
を何回実施でき
たか。また長時
間勤務者に対し
て、産業医によ
る面談が実施で
きたか。 

     

 


